
北九州工場
操業開始：2009年(平成21年)
国内タイヤ工場として10番目
33年ぶり日本国内新工場
主な生産品目
：鉱山・建設車輌用超大型
ラジアルタイヤ

株式会社ブリヂストン 北九州工場

精練工程
ゴム、原材料を練る

押出工程
ゴムを適切な長さ、
厚さに伸ばす

圧延・才断工程
ゴムとコードを合わせ、
適切な長さに切る

成型工程
部材を組み合わせて
タイヤの基となる形を作る

加硫工程
熱と圧力を加えて
製品タイヤを作る

検査工程
市場に適合する品質か

チェックする

＜タイヤの製造工程の流れ＞

北九州工場で生産している
世界最大のタイヤ

直径：約4m
重量：約5ｔ

株式会社ブリヂストン
操業開始：1931年（昭和6年）

福岡県久留米市が発祥の地
主製品 ：さまざまな種類のタイヤ、

自転車・スポーツ用品・
免震ゴムなど多角化製品

生産拠点：国内 78拠点
世界 166拠点（26か国）
（タイヤは海外生産比率73％）

＜製造工程で発生する廃棄物＞
廃プラスチック類：廃タイヤ、廃ゴム

廃油： 潤滑油、機械油

汚泥： 薬品汚泥、排水処理汚泥



【産業廃棄物削減の取り組み】
・小集団活動、部門間での共同による
廃棄物削減
⇒現場での作業中の気づきから、規格外で発生
する廃棄物に着目し、作業手法・設備を改善
・排出量の多い廃棄物に着目した削減
⇒脱水設備を導入することで、排出量の約3割
を占めていた排水処理汚泥を90％削減
・廃棄物削減、分別意識の向上
⇒分別に関するルール化、各製造工程での
出前教育、違反時の周知・再教育を実施。

【その他】
・紙削減プロジェクトによる紙の削減
（3年間で▲38％（▲34万枚））
・緑の回廊 植樹祭への参加
・響灘ビオトープでのジャンボタニシ駆除活動
・地域の小学生を対象とした絵画コンクール、
環境教室の開催

産業廃棄物削減への取り組み

※H28は4-9月データ（点線は10-翌3月の見込み）

廃棄物項目別排出量割合
（H27年データ）


